
くらしの中のサイエンス

色＆目の不思議を体験してみよう ! 市民ボランティア

☆  何もないところに色が表れる
補色残像を体験してみよう！

今度は逆に、見えているものが見えなくなる体験。
盲点って聞いたことがありますか？人の見落としがちな所という意味。盲点とは視野
（目に見える範囲）の中の見えない部分をさす言葉です。視神経乳頭には、光を感じる細胞
（視細胞）がないので、この部分に集まった光は、信号として脳に届きません。だから脳では
「見えない」と判断されるのです。

集中して一つの色を見つめた後に白色のものを見ると、あら不思議 !! 見ていた色と反対の色（ 補色になる色 ）
がうっすらとうかんで見えます。その原因はまだはっきりしていないけれど、一番有力な説をお話します。

　色や形が見えるのは、目が見たものの情報を脳に伝えるから。例えば緑色のリンゴをずっと見ていると、
「緑色」を見分ける錐体細胞という細胞をずっと働かせているので、だんだん疲れてくる。すると、白い紙を
見たときあまり緑色に反応出来なくなってしまい、反対の色を「赤色」を見分ける錐体細胞が強く反応する
ため、りんごが赤く見えます。

☆  あっ、消えた？

☆  色で温度を感じてみよう
色には、暖かく感じる色と冷たく感じる色があります。
一般的に赤・オレンジ・黄などの暖色は暖かく、青緑や青などの寒色は冷たく感じます。
寒色で統一された部屋、暖色で統一された部屋に入ると体感温度で 2、3度ちがって感じられることもあります。

☆  言葉から色を思いうかべてみよう
みんなが思い浮かべる色はどんな色かな

一つのことばから思いうかぶ色はいくつもあります
人によって同じこともあれば、ちがうこともあります
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お友達やまわりの人といっしょに話してみてね
反対にお店の看板やお菓子の袋の色からどんなイメージがうかびますか？

みんなが同じでなくてもいいんだね


